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結晶になっても水に溶けていても色が変わらないのは、どちらでも、色をしめすもとに

なっているものの状態が変わらないからです。 

このような性質を示す代表的な例として知られているのが、錯
さく

体
たい

と呼ばれる化合物です。

錯体はわりあい安定な化合物なので、水に溶かしてしまっても結晶の中にあったときと

同じ形を保ったままでいることができます。このため、溶液と結晶で同じ色を示します。 

 

では、溶液と結晶で色が異なるのはなぜでしょうか。 

上で説明したことから、水の中と結晶とで違った状態になるものがあれば、異なる色を

示すかもしれない、ということがわかります。 

実際に、今回の実験で使っているのはそういう化合物です。この化合物が水に溶けると

きにはバラバラになってしまうために、色が見えません。しかし、結晶になると化合物

がたくさん規則正しく並ぶので、色が見えるようになるのです。 
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